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建設キャリアアップシステムの現場利用の基本的なフロー

◎元請事業者による現場登録（『現場・契約情報の登録』）と、現場入退場認識用デバイス（入退場デバイス）の検討・選択
元請事業者は現場登録（『現場・契約情報の登録』）を行うとともに、建レコ・カードリーダー、顔認証など、入退場デバイスの検討・選択を行います。

◎事業者による『施工体制登録』 (1) 元請事業者による下請事業者への登録の呼びかけ（『招待』）
元請事業者は下請事業者に対して、当該事業者の施工体制への登録と、技能者の登録を呼びかけます（下請事業者の登録は、元請事業者からの「招
待」と下請事業者からの「承認」によって行われます）。

（注）現場登録に先立ち、「現場管理者」を選定し「現場管理者ID」を申請し取得しておき、現場登録時にこの現場管理者・IDを登録します。現場管理者は、最初のログイン時、ID
取得時に送付される「ID,初期パスワード」でログインすると、パスワードの変更を求められますので、「セキュリティコード」で変更してください。

◎事業者による『施工体制登録』 (2) 下請事業者による応答（『承認』）と技能者の登録（『施工体制技能者登録』）
下請事業者は元請事業者からの呼びかけ（「招待」）に対して「承認」を行います。
また、承認後、所属する技能者について、現場に入場する可能性のある技能者を選択して登録し、各人の編集ボタンから現場での「職種」「立場」等を確認・
登録（施工体制技能者登録）します。

（注）下請事業者の「承認」がないと施工体制の登録が完了しませんのでご注意ください。システム上の電子的なやりとりで処理されますので事業者間の円滑な意思疎通に留意をお願いします。

◎技能者による現場での就業履歴の蓄積
技能者は現場の入退場時に建レコ・カードリーダーへのカードタッチ等により就業履歴を蓄積します。現場で元請事業者が使用する入退場デバイスによって就業
履歴の蓄積方法が異なりますので、元請事業者の現場管理者などに確認するようにしてください。

◎元請事業者による現場での設営（建レコ・カードリーダー、顔認証、電話発信等の入退場デバイスの設置）

◎（事業者等の追加・変更がある場合）『施工体制登録』の追加・変更、『施工体制技能者登録』の追加・変更が必要です。
※当初登録時、事業者IDが取得できていなかった事業者を施工体制に登録した場合、事業者IDを取得した時に自動で更新されるわけではありませんので、再度登録
が必要です。 2

※「建レコ・カードリーダー」とは建レコというアプリをインストールしたパソコン、i-phone等に接続されたカードリーダーのことをいいます（詳細はＰ10を参照）。
※「建レコ・カードリーダー」以外の入退場デバイスは認定API連携システム事業者との利用契約が別途必要になります（詳細はＰ4～Ｐ5を参照）。



元請事業者

事業者登録、管理体制の設定
組織情報の登録や管理者の設定

現場登録『現場・契約情報の登録』
① 現場管理者の選任、現場管理者IDの取得
② 現場・契約情報の登録（現場名、工事内容等）

⇒現場IDが附番されます

施工体制の登録『施工体制登録』
・下請事業者の施工体制への登録を呼びかけ
・技能者の適切な「職種」「立場」等の登録を呼びかけ

下請事業者

事業者登録
施工体制の登録、再下請先、技能者の登録

施工体制への下請事業者の登録
（CCUS未登録の事業者は単に事業者名のみを登録）

現場の設営
（建レコ・カードリーダーの設置等）
認定API連携システムの一部はカードリーダー設置不要

就業履歴蓄積の利用料金は
元請事業者が支払う

現場作業員一覧への技能者の登録
（『施工体制技能者登録』）

・現場での技能者の『職種』『立場』『作業内容等』を登録

★１ 元請により認定API連携システムとCCUSの自動連携が措置されている
現場では、技能者の就業履歴は認定API連携システムが提供する入退
場デバイスによりCCUSに自動的に蓄積できる （建レコ・カードリーダー設
置は不要）

★２ 就労翌月末まではCCUSへの直接入力による就業履歴蓄積・事後補正
が可能（ただし、元請事業者の承認が必要）

技能者

技能者登録
所属事業者との関連付け*

※元請（又は上位下請事業者等）による代行申請も可

個別工事での
必要な手続き

(元請を中心
とした事業者の
役割・手順)

現場利用
料金の支払

就業履歴
の蓄積

事前準備
（CCUS登録）

技能者の能力評価
登録された就業履歴と資格等に応じて能力評価

※所属事業者等による代行申請も可

CCUSの現場利用の基本的なフロー

認定API連携システムが提供する
入退場デバイスによる登録★１

CCUSへの直接入力・事後補正★２

能力評価制度

【(右記６)以外の方法による就業履歴登録】

重要

重要

招待

承認

CCUS登録状況確認（契約締結時）
○ 元請事業者は登録状況等を確認し、下請事業者に
下位事業者と技能者のCCUS登録を促す

○ 現場で使用する入退場デバイスを選択する
（建レコ・カードリーダーや認定ＡPI連携システム）

重要１

2

３

重要

４
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３

【注意】
施工体制登録は下請事業者の「承認」がないと完了しません （CCUS未
登録事業者が含まれる場合は、当該未登録事業者の下位下請の招待
を当該未登録事業者の上位下請又は元請が行います)

専門工事企業の施工能力等の
見える化評価

技能者を雇用し育成する企業を高く評価

・事業者等の追加・変更があった場合：『施工体制登録』『施工体制技能者登録』内容を都度更新する

現場運用（情報閲覧、帳票出力等）
7

【注意】 所属事業者との関連付けは、技能者登録

時に、所属事業者の事業者IDを登録することで
成立します。技能者登録を事業者登録より先に
行った場合は、関連付けが出来ていませんので、
技能者登録の変更申請により、所属事業者の事
業者IDを改めて登録する必要があります

【注意】 施工体制技能者登録を認定API連携システ
ムの自動連携で行う場合、技能者の資格情報
は連携されませんので、CCUS本体の技能者登
録-資格情報を常に最新のものとして整備してく
ださい。

【注意】
能力評価に有効な就業履歴蓄積に必要なこと

①所属事業者（雇用主）の事業者登録
②技能者登録時に、技能者と所属事業者（雇用
主）を関連付ける

③元請と所属事業者の施工体制登録
④技能者の当該現場での適切な『職種』と『立場』
での施工体制技能者登録

就業履歴登録
(建レコ・カードリーダーへのタッチ)
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※「建レコ・カードリーダー」とは建レコというアプリをインストールしたパソコン、i-phone等に接続されたカードリーダーのことをいいます（詳細はＰ10を参照）。



○CCUSで利用できる入退場デバイスには、①就業履歴登録アプリ「建レコ」と接続したカードリーダーによる方法と、②認定API連携シ
ステム※による方法があります。※「就業履歴データ登録標準API連携認定システム」

○認定API連携システムには、電話発信、顔認証、QRコードなど、システムごとに様々な方法があります。

カードリーダー
QRコード

4

現場で使用する入退場デバイスの検討・選択１

顔認証顔認証

建レコ・カードリーダーの準備に手間をかけられない場合

電話発信
スマホ顔認証
電話発信
スマホ顔認証

PRR…

民間事業者が提供する
①インターネット接続環境
②建レコをインストールしたPC等（通信機能付）
③カードリーダー
が一体となった機器のレンタルを活用することも可能

建レコ
（カードリーダー）

認定API連携システム

民間事業者によるレンタル商品の例

（注）このほか、カードタッチを忘れた場合などに、就労翌月末まではCCUSへの直接入力・事後補正により就業履歴を登録できます。ただし、元請事業者の承認が必要です。

※「建レコ・カードリーダー」とは建レコというアプリをインストールしたパソコン、i-phone等に接続されたカードリーダーのことをいいます（詳細はＰ10を参照）。



○認定API連携システムが導入されている現場では、技能者は、認定API連携システム事業者が提供する入退場デバイスを利用して
CCUSにも就業履歴が自動的に蓄積することができます。

○認定API連携システムを利用するためには、CCUSの利用料とは別に当該システムの利用料が発生しますが、カードリーダーにカードタッ
チする方法以外に、顔認証や電話発信等、様々な方法で就業履歴を蓄積することが可能です。

※認定API連携システムの利用可否については、元請毎、現場毎に異なることに留意。
※認定API連携システムは、作業員名簿等の安全書類作成機能など、CCUSとの連携以外にも様々な機能を持っている場合があります。

5

CCUSで利用可能な認定API連携システム

システム名 ベンダー名 機能 入退場デバイス（認識方法）

1 EasyPass アートサービス 入場、退場 カードリーダー

2 WIZDOM ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 入場、退場 カードリーダー、QRコード

3 Buildee ｲｰﾘﾊﾞｰｽﾄﾞｯﾄｺﾑ 入場、退場、施工体制 カードリーダー、顔認証

４ ワイズワーク ﾖｺﾊﾏｼｽﾃﾑｽﾞ 入場、退場 カードリーダー、QRコード、
UHFタグ、指静脈

５ TcPass 東急建設 入場、退場 カードリーダー、QRコード

６ NEC 日本電気 入場、退場 顔認証

７ グリーンサイト MCﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｽ 入場、退場、施工体制 カードリーダー、QRコード、
指静脈、顔認証

8 キャリアリンク コムテックス 入場、退場、施工体制 電話発信、スマホ顔認証

CCUSと連携している民間システム（認定API連携システム）

１
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現場に機器を設置しない、技能者の携帯電話やスマホによる入退場登録

❶ 電話発信入退場登録 ❷ 顔認証入退場登録

携帯電話やスマホを持っていない方でも、現場同行者の端末を利用することでそれぞれ対応可能

・電話をかけるだけで入退場が登録可能 ・ご自身の顔をスマホにかざして入退場が登録可能

※現場に掲示されているQRコードの
読み取りが必要

カードリーダーが常設できない現場でも対応可能 （≒CCUSカードの携行も不要）
電源不要・現場事務所不要・現場管理者不要

カードリーダーよりも運用がしやすいと判断される現場

カードリーダーの運用が適さない現場

カードリーダーの置けない現場

・操作が簡単な電話発信入退場。普段持ち歩く携帯電話で登録可能
CCUSの施工体制登録が簡単 （電話発信で施工体制に自動登録）

・現場事務所と現場に距離があり、カードリーダーが複数必要な現場
・常駐の管理者を置けない現場 ・契約から着工までがすぐの現場

・カードリーダーの保管が不可 ・雨をしのげない
・電源やネット環境がない ・入居済み現場

提供：キャリアリンク

【令和２年度に国交省において実証実験を実施】

１



元請による現場登録の実施（『現場・契約情報の登録』）

登録する情報は「現場情報」、「契約情報」、「工事情報」の３種類

○元請事業者は現場ごとに現場登録（「現場・契約情報の登録」）を行います。
①現場登録を行うに当たって、施工体制登録やカードリーダー設置などを管理する現場管理者を選任し、現場管理者IDを取得します。
②現場管理者ID、初期パスワード、セキュリティコードが現場管理者にメールで送られます。セキュリティコードを使ってパスワードを設定し
ます。（メールからコピーできるようにしておくと便利です。）

③現場管理者は、現場・契約情報を登録して、現場IDを設定します。

【注意】 現場ID、パスワードは、施工体制登録や施工体制技能者登録のほか、情報の閲覧や帳票の出力などの現場運用の際に必要となります。また、セ
キュリティコードはパスワードを再設定する場合に必要となります。必ず大切に管理し、本支店の管理部門等や現場管理者など現場レベルの運用担当
者との間で適切に共有するよう注意してください。

現場情報
（必ず登録）

現場名、組織情報、現場連絡先、現場事務所（住所、電話番号など）、
現場管理者、就業履歴蓄積期間、発注区分、有害物質の取り扱いの有無

契約情報
（必要に応じて登録）

契約工事名称、施工場所（住所、電話番号など）、発注者名、受注形態、
請負金額、契約工期、労働保険番号

工事情報
（必要に応じて登録）

工事区分（建築・住宅工事、土木工事、電気・空調衛生・その他工事）
コリンズ登録、建築確認番号、工事内容、工事概要・特殊条件などの自由
記入

※項目ごとに表示・非表示を選択できます。ただし、 設定した「現場ID」、「現場名」、「発注区分」、「有害物質の取り扱いの有無」の４項
目は必ず表示されます。

２
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（詳細は【現場運用マニュアル】「現場管理者のつくり方」「現場・契約情報のつくり方」を参照）



ＣＣＵＳ未登録 CCUS登録済

施工体制の登録（下請事業者の『施工体制登録』）３

登録の例（施工体制にCCUSの事業者登録が未了の事業者がある場合）

8

○元請事業者が現場登録（「現場・契約情報の登録」）をした後、元請事業者と下請事業者で協力して施工体制情報を登録します。
○技能者の就業履歴の蓄積を確実に行うためには、技能者が所属するCCUS登録事業者を施工体制に登録しておくことが必要です。

【注意】 『招待』に対する『承認』を忘れずに！

①元請又は上位下請が、下位下請に「招待」
②下位下請が上位下請の招待を「承認」
③承認がないと、施工体制の登録が完了しない

下
請

下
請

元
請

招待

承認

招待

承認

【施工体制にCCUSの事業者登録が未了の事業者がある場合】

CCUSに事業者登録をしていない事業者は、現場作業
員一覧への登録はできません。
施工体制にCCUS未登録事業者が含まれる場合は、
未登録事業者の「事業者名のみ」を施工体制登録し、
実際の施工体制通りに施工体制登録を行うことが可能
です。

（これにより、上位事業者が１社でも事業者登録していない場合、下請
業者が施工体制を登録できない状況は解消されています）「事業者名のみ」登録する。

所属技能者の登録はできない。

（注）元請事業者は請負契約に基づく体制を踏まえて登録することが基本となります。躯体・仕上げ・設備等の職種の別にかかわらず、請負契約で下請事業者として契約される事業者は幅広
く統括して元請事業者が施工体制に登録することが必要となりますので、施工体制の登録に漏れがないようご注意をお願いします。

（詳細は【現場運用マニュアル】「施工体制登録のつくり方」（要請編）（承認編）を参照）

【注意】 上位にCCUS未登録事業者が含まれる場合は、更に上位の事業者が直接未登録事業者の下位下請けを招待します）



下請事業者による技能者登録（『施工体制技能者登録』）

○施工体制に登録した下請事業者は『現場作業員一覧』（いわゆる作業員名簿）に技能者を登録します。
○登録の際に、職種、立場、資格などを登録しますが、これらは能力評価（レベルアップ）に必要な情報となります。

【登録する情報】

登録者 ○技能者の所属する下請事業者が登録※

登録方法
①作業員を個別に登録、または、②複数の技能者を一度に登録できる
「作業員名簿パターン」を利用した登録

就業内容

職種
技能者が登録している職種からプルダウンして選択
（とび工、鉄筋工等）
【注意】小分類コードまで確実に選択します

【注意】能力評価を受けようとする職種に適合していることを確認してください

作業内容 自由記入

立場 プルダウンして項目から選択（職長、班長等）

有害物質の
取り扱い

チェックボックスの項目から選択（石綿に関する作業、
粉じんに関する作業等）及び「その他」を選択しての自
由記入

特殊健康診断 プルダウンして項目から選択（有機溶剤、鉛、石綿等）

作業内容などに
必要な保有資格 資格

技能者が登録している資格からプルダウンして選択
（技能士、資格・免許、技能講習等）

４
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（注）技能者は「職種」と「立場」が適切に施工体制に登録されていないと、能力評価等に有効に使用できる就業履歴の蓄積がなされませんのでご注意ください。職種は小分類コードごとに適切に行ってい
ただく必要があります。

※元請事業者や上位下請事業者が代理手続事業者として登録を代行することが可能です。ただし、事
業者間の合意が事前に必要となります。詳細は（参考資料４）を参照してください。

（詳細は【現場運用マニュアル】「現場作業員一覧のつくり方」を参照）

職種は大分類と小分類を指定します。プルダウンから
検索するか、コード表を利用します



○入退場デバイスとして建レコ・カードリーダーを使用する場合は、就業履歴を蓄積するための就業履歴登録アプリ（建レコ）をパソコン、i-
phone等に事前にインストールしてカードリーダーと接続します。

【用意する機器・環境について】
技能者の就業履歴を蓄積するためには、以下の①②③の機器・環境
と、就業履歴登録アプリ「建レコ」が必要

現場設置イメージ

現場内での周知啓蒙用
ポスターはホームページの
『現場運用マニュアル』の
ページからダウンロード

Windowsパソコン
とカードリーダを設置
した例

iPadとカードリーダを
ブルートゥース接続し、
設置した例

iPhoneとカードリーダ
をブルートゥース接続し、
設置した例

元請による現場の設営(1) 建レコ・カードリーダーを使用する場合５

10

（詳細は【現場運用マニュアル】「建レコの使い方」を参照）

※就業履歴登録アプリ「建レコ」は、建設業振興基金のホームページから無料でダウンロードすることができます。



カードリーダー設置イメージ

作業員
詰所

入場
ゲート

建設キャリアアップ
カードをタッチして
ください！（音声）

安全通路上で、技能者が必ず通る
導線上に配置

人感センサーによるスピーカ
ーを設置して、技能者に自
動呼びかけ

戸建住宅現場の屋内
にiPadを設置

カードリーダーを朝礼会場に持ち
込んで、その場でカードをタッチ

マンションのリフォーム現場で施工しな
い部屋の棚に設置
日々、設置箇所を移動するため、き
め細かに周知することが重要

屋内の入場ゲートに設置

11



○入退場デバイスとして認定API連携システムを使用する場合には、認定API連携システム事業者ごとに認識方法や利用条件等が異
なりますので、各事業者のホームページ等でご確認ください。

カードリーダー
QRコード

システム名 ベンダー名 CCUSと連携している機能（入退場デバイス） ＨＰ
1 EasyPass アートサービス 入退場（カードリーダー） https://www.artservice.co.jp/ccus/
2 WIZDOM ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 入退場（カードリーダー、QRコード） https://solutions.ostechnology.co.jp/wizdom.

html
3 Buildee ｲｰﾘﾊﾞｰｽﾄﾞｯﾄｺﾑ 入退場、施工体制（カードリーダー、顔認証） https://www.e-reverse.com/service/buildee/
４ ワイズワーク ﾖｺﾊﾏｼｽﾃﾑｽﾞ 入退場（カードリーダー、QRコード、

UHFタグ、指静脈） http://ysco.net/solutions/yswork/

５ TcPass 東急建設 入退場（カードリーダー、QRコード） https://www.auth.ccus.jp/p/certified/TcPass
６ NEC 日本電気 入退場（顔認証） https://jpn.nec.com/manufacture/kensetsu/c

onstcloud-genba/dedura/index.html
７ グリーンサイト MCﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｽ 入退場、施工体制（カードリーダー、

QRコード、指静脈、顔認証） https://www.gs.kensetsu-site.com/

8 キャリアリンク コムテックス 入退場、施工体制（電話発信、顔認証） https://www.ctx.co.jp/careerlink/

顔認証 電話発信

PRR…

〇CCUSと連携している民間システム（認定API連携システム）

元請による現場の設営 (2) 認定API連携システムを使用する場合５

12
※認定API連携システムの利用可否については、元請毎、現場毎に異なることに留意



CCUSで閲覧

技能者による現場での就業履歴の蓄積6

○技能者は、現場入場の際、建レコ・カードリーダーにカードタッチする等の方法により就業履歴を蓄積します
○就業履歴の蓄積方法は、①建レコ・カードリーダーによる場合と、②認定API連携システムによる場合で異なるため、技能者の方やそ
の所属事業主の方は元請事業者の現場管理者などに確認するようにしてください。

技能者が
どの工事で、
いつ、
どんな職種、
どんな立場で、
作業したか、
履歴が蓄積

就業履歴閲覧
イメージ

閲覧可能者

元請
上位下請事業者
所属事業者
技能者本人
（本人の情報のみ）

技能者

就業履歴の登録

※

翌
日
夕
方
以
降

CCUSに情報送付

カードタッチ

※職種は小分類コード
で蓄積されますので
注意してください。

13

（注）このほか、カードタッチを忘れた場合などに、就労翌月末まではCCUSへの直接入力・事後補正により就業履歴を登録できます。ただし、元請事業者の承認が必要です。
詳細は（参考資料5）を参照してください。



施工段階の現場運用について

〇施工段階において、元請事業者等は、社会保険・資格の確認、建退共事務、出面の確認、施工体制図や作業員名簿の帳票出
力等の各種の機能を利用することができます。

〇現場運用に当たっては、現場登録（「現場・契約情報の登録」）を行う際に取得する「現場ID」「現場管理者ID」「パスワード」が
必要です。
※ 本支店担当者や現場管理者など現場の運用担当者との間で適切に管理するよう注意してください。

【現場運用の際の流れ】

① 建設業振興基金ホームページ（https://www.ccus.jp/）の
建設キャリアアップ『ログイン』をクリック

② 現場管理者IDと初期パスワードを入力して、ログインをクリック

③ 最初のログイン時に、
・ パスワードの変更画面で、新しいパスワードを入力
・ セキュリティコード入力画面になるので、セキュリティコードを入力
・ もう一度②のログイン操作を行う

⇒ 施工体制登録、施工体制技能者登録等の登録機能や、情報の
閲覧・帳票の出力機能に進んでいただけます。

【注意】 現場ID、パスワードは、施工体制登録や施工体制技能者登録のほか、情報の
閲覧や帳票の出力などの際に必要となります。また、セキュリティコードはパスワードを再
設定する場合に必要となります。必ず大切に管理し、本支店担当者や現場管理者な
ど現場の運用担当者との間で適切に管理するよう注意してください。

7

14



帳票ＮＯ 閲覧画面・安全書類名 閲覧や帳票の出力ができる者 閲覧画面 CSV ｴｸｾﾙ帳票

1-1 技能者情報 技能者、所属事業主（「過去の所属事業者」情報を除く） ● ● ●

1-2 所属技能者一覧 所属事業主 ● ● ●

1-3 所属技能者統計情報 技能者、所属事業者、元請、上位下請 ● ● ●

1-4 施工体制登録技能者一覧 技能者（本人のみ）、所属事業主、元請、上位下請 ● ● ●

2-1 就業履歴（月別計） 技能者（本人のみ）、所属事業主、元請、上位下請 ● ● ●

2-2 就業履歴一覧（月別集約） 所属事業主、元請、上位下請 ● ● ●

2-3 就業履歴（月別カレンダー） 技能者（本人のみ）、所属事業主、元請、上位下請 ● ● ●

2-4 就業履歴一覧（月別カレンダー） 所属事業主、元請、上位下請 ● ● ●

3-1 事業者情報 技能者、所属事業主、元請、上位下請 ● ● ●

3-2 下位事業者一覧 元請、上位下請 ● ● ●

3-3 施工体制登録事業者一覧 技能者（自社のみ）、元請、上位下請 ● ● ●

4-1 現場・契約情報
技能者（元請の公開設定項目のみ）、元請、
上位下請（元請の公開設定項目のみ）

● ● ●

4-2 自社に関する現場一覧 元請、上位下請（元請の公開設定項目のみ） ● ● ●

AZ1 施工体制台帳 元請、１次下請 ●

AZ2 工事作業所災害防止協議会兼施工体系図 元請、施工体系図にある事業者（自身の枝のみ） ●

AZ3 施工体制台帳（工事担当技術者） 元請、施工体系図にある事業者（自身の枝のみ） ●

AZ4 下請負業者編成表 元請、施工体系図にある事業者（自身の枝のみ） ●

AZ5 再下請負通知書（変更届） 元請、当該下請（上位は自身の下位のみ） ●

AZ6-a 作業員名簿 元請、当該下請（上位は自身の下位のみ） ●

AZ6-b 作業員名簿（社会保険加入状況について組込版） 元請、当該下請（上位は自身の下位のみ） ●

AZ7 社会保険加入状況 元請、当該下請（上位は自身の下位のみ） ●

情報の閲覧と出力帳票について

○システムに登録された各種情報について、閲覧画面でチェックしたり、帳票を出力することが可能です。
○元請事業者、上位下請事業者が閲覧・出力可能な情報は、施工体制の下位にある事業者の情報と技能者の情報です。

【1-2】所属技能者一覧 ： 職種、技能レベル、社保加入状況、保有資格。これらのうち技能者本人と所属事業者の双方が開示に同意した情報のみ所属事業主以外も閲覧可能
【1-4】施工体制登録技能者一覧 ： 当該現場に施工体制登録された技能者の「職種」、「立場」、「社保加入」、「資格保有」情報
【2-2】就業履歴一覧（月別集約） ： 日毎の就業履歴、就業内容（職種・立場・作業内容・有害物質取り扱い状況）保険加入状況表示
【2-3】就業履歴（月別カレンダー）： 技能者ごと、日毎の就業履歴、就業内容（職種・立場・作業内容等）、建退共加入状況

7
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施工段階の現場運用に当たっての留意事項
（施工体制登録の追加・変更や、施工体制技能者登録の追加・変更）

○施工段階において、下請事業者が追加・変更される場合や、技能者が追加・変更される場合には、下請事業者の施工体制登
録への追加・変更、技能者の施工体制技能者登録への追加・変更を適切に行うようお願いします。

【注意】 これが適切になされない場合、現場にカードリーダー等が設置されていても、技能者の就業履歴が能力評価に有効な形で蓄積されないので十分
にご注意ください

【注意】 現場登録（「現場・契約情報の登録」）を行う際に取得した「現場管理者ID」「現場ID」「パスワード」が必要です。
※ 本支店担当者や現場管理者など現場の運用担当者との間で適切に管理するよう注意してください。

16

下請事業者の追加・変更 ⇒ 施工体制登録の追加・変更 P18～P22の手順を参考にしてください

技能者の追加・変更 ⇒ 施工体制技能者登録の追加・変更 P23～P24の手順を参考にしてください

※当初設定時と同じく、元請事業者の「招待」に対して、下請事業者の「承認」が必要ですので注意してください
※施工体制に事業者名のみ組み入れたCCUS未登録事業者が後日事業者登録を行った場合、一旦、施工体制情報を削除して再
度施工体制登録を行う必要があります。（自動更新はなされませんので注意してください）

※個々の下請事業者が行うことが基本となりますので、元請事業者は下請事業者に対する周知等に留意してください。
（事業者間合意を取得すれば元請事業者や上位下請事業者が代理手続き者として登録を代行することが可能です）

8



現場利用（カードタッチ等の就業履歴の蓄積）に係る料金の請求・支払9

【現場利用料閲覧画面（イメージ）】

③ ④

【請求書（イメージ】

①
現場利用料 21,084 210,840

○現場利用料は、元請事業者に対して、毎月、当該元請のすべての現場の現場利用料合計を一括請求されます。（①）
（タッチ総数×（現行＠10円））
○元請事業者は、システムの確認画面において、現場ごとの前月分の請求額と当月分の実績を閲覧することが可能です。（②③④）。

17

2021年11月1日

②



（参考資料１）施工体制登録の方法（追加・変更）＜元請事業者の招待＞
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（参考資料１）施工体制登録の方法（追加・変更）＜元請事業者の招待＞
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（参考資料１）施工体制登録の方法（追加・変更）＜下請事業者の承認＞

20



（参考資料１）施工体制登録の方法（追加・変更）＜下請事業者の承認＞

21



（参考資料２）施工体制登録の方法(未登録事業者が後日事業者登録を行った場合の対応)

①CCUS未登録事業者の直近上位事業者でロ
グイン
②620_施工体制登録10_施工体制登録にて該
当現場を選択し、施工体制を表示させる

③緑色の「置換」ボタンを押下

125463211452122

845693211449122

548963445452122

CCUS建設

③

002963445786522

002963445786522

④

⑤

⑥＆⑦
確認ポップアップ画面が立ち上がるので、「はい」を押下

⑥

⑦

⑧施工体制の事業者ID欄の表示が「CCUS未登録」から事業者IDに
変更されていることを確認して終了

125463211452122

845693211449122

548963445452122

002963445786522

⑧

④ポップアップ画面が立ち上が
るので、取得したCCUS事業者
IDを入力し、検索ボタンを押下
⑤事業者一覧に該当の事業者が
表示されるので行選択欄にある
ラジオボタンを押下したうえで、
設定ボタンを押下

22



（参考資料３）施工体制技能者登録の方法（追加・変更）＜所属事業者による＞

23



（参考資料３）施工体制技能者登録の方法（追加・変更）＜所属事業者による＞

24



（参考資料４）施工体制技能者登録の代行手続き

施工体制技能者登録は、元請事業者や上位下請事業者が、（技能者の所属事業者の同意を得て、）技能者本人や技能者本
人の就業内容等の登録を代行することができます。
所属事業者が代行に同意する場合は「施工体制登録」に係る画面上で代理手続者による代行に「同意する」を表示します
この場合、元請事業者や上位下請事業者は、施工体制への登録等のために技能者本人の情報を閲覧することができます。

＜注意事項＞
この機能は、現場作業員一覧（作業員名簿）の登録を所属事業者ではない元請事業者や上位事業者が代わりにできるものです。
技能者自身の情報を元請事業者や上位下請事業者が容易に閲覧できるようになりますので、十分ご理解の上、同意してください。

行選択ラジオボタンに●を付け、同
意するラジオボタンに●を付け、設
定ボタンを押します。

メニュー340_施工体制登録を選択し
ます。
10_代理手続きの同意確認を選択しま
す。

行選択ラジオボタンに●を付け、
同意しないラジオボタンに●を付
け、設定ボタンを押します。

ステータスに「同意する」が表示
されました。

ステータスに「同意する」から
「同意しない」に変わりました。

所属事業者が代行に同意しない場合

所属事業者が代行に同意する場合

54

3

2

1

54

3

2

1

25



技能者本人による就業履歴のCCUSへの直接入力
技能者が所属する事業者による就業履歴のCCUSへの
直接入力

26

（※翌日夕方以降）

（参考資料５）就業履歴登録の直接入力・事後補正について

○技能者がCCUSカードを忘れた場合など、就労翌月末まではCCUSへの直接入力・事後補正により就業履歴を蓄積することが可能
です。

○CCUSへの直接入力は、技能者本人又は所属事業者が行うことができますが、システム上で元請事業者の承認を得る必要があります。



事業者の立場の相違に応じた技能者個人情報の開示

※事業者が建設キャリアアップシステムに登録されている技能者個人の情報を閲覧するためには、システムに事業者登録し、
ＩＤとパスワードを取得していることが必要

所属事業者

元請・上位下請業者

●（技能者による開示・非開示の選択に関わらず）
システムに登録されている所属技能者個人の情報
（過去の所属事業者に関する情報を除く）はすべ
て閲覧することが可能

技能者個人の情報

●元請業者は、自社が現場登録した工事の現場
に入場する技能者については、技能者の氏名、
社会保険の加入状況等、「作業員名簿」に登
録される情報を閲覧することが可能

●上位下請業者は、当該現場で従事する下位
下請の技能者については、「作業員名簿」を閲
覧することが可能

●閲覧できない。
ただし、技能者と所属事業者の双方
が開示に同意した場合にのみ、一部
の情報についてその同意した範囲で、
所属事業者以外の事業者が技能者
の情報を閲覧することが可能

所属事業者以外
の事業者

技能者登録に関する技能者個人の情報

技能者登録時には技能者個人の情報はすべて「一括非開示」となっています。
技能者登録されている技能者個人の情報を他の事業者に開示するか・非開示とするかを選択することができます。
開示する場合（一括開示又は部分開示）は、技能者本人と所属事業者の双方が開示に同意することが必要です。

＜注意＞不用意に『開示』に設定しないようご注意ください！

【工事単位】
CCUSに現場登録されている工事の場合

（参考資料６）技能者個人の情報の取扱い
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【技能者/所属事業者共通】
開示項目設定画面が表示されますので、次の３つのうち、いずれかを選択します。
※初期設定では「非開示」となっています。

①すべての項目を非開示とする場合 ⇒画面左上にある『一括開示』を押す

②すべての項目を開示とする場合 ⇒画面左上にある『一括非開示』を押す

③項目ごとに開示するか非開示とするかを選択する場合（部分開示）
⇒各項目のスイッチをスライドして「非開示」
「開示」を切り替える

（参考）③の部分開示の選択対象となる技能者個人の情報
顔写真、技能者ランク、・・・・・、・・・・・・・、・・・・・・・・

初期登録時は全ての情報が非開示となっています。
技能者本人の情報を他の事業者に閲覧させるか、閲覧させないか選択できます。

(開示する場合、技能者本人と所属事業者が開示に同意することが必要です）

開示の
状態

非開示の
状態

＜注意＞不用意に『開示』に設定しないようご注意ください！

スライドスイッチ

【技能者】
メニュー380_開示設定を選択し、
10_技能者を選択します。

【技能者本人による選択の方法】

【所属事業者】
メニュー８３０_開示設定を選択し、
10_所属技能者を選択します。

スライドスイッチ

【事業者による選択の方法】

（参考資料６）技能者情報の開示・非開示の選択方法
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